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会長報告 本間 克明 会長②
皆さん、こんにちは。
4月10日に旭川で行われた地区研修・協議会に

参加をされました皆さん、大変、お疲れさまでし
た。コロナの影響で、リアル開催は実に３年ぶり
となりました。
本日のプログラムはゲスト卓話です。遠軽町教

育委員会教育部社会教育課主幹であります中南秀
隆様①にお越しいただきました。8月にオープン
するメトロプラザについてお話していただきま
す。本日は、よろしくお願いいたします。本日例
会終了後、メトロプラザにおいてプラザの竣工を
記念してディスプレイの寄贈式を行います③。寄
贈後、町のご厚意によりプラザの内覧会を行いま
すので、皆さん、是非、ご参加ください。

さて、ロッテの佐々木朗希投手が20歳にして
「完全試合」の偉業を成し遂げました。プロ野球
新記録の13者連続三振をマークし、1試合19奪三
振のプロ野球タイ記録も達成しています。剛速球
とフォーク、目を見張る異次元の投球は実に圧巻
でした。若き「令和の怪物」、今後の活躍が楽し
みです。

新型コロナのオミクロン株「XE」が国内で確
認されました。感染力が高いとされ、もしも置き
換わりが始まれば、次の波の懸念もあるといわれ
ています。管内では昨日、コロナの感染者が142
人にのぼり、過去最高を記録しました。会員の皆
さんには、引き続き感染防止に努めていただきた
いと思います。

第2500地区の漆崎ガバナーが4月のメッセージ
の中で、ウクライナへの人道支援として災害支援
基金への寄付に言及、第2500地区としては財団
の地区活動資金（DDF）から3万ドルが寄付され
ています。66の構成クラブからも順次、寄付の
報告が上がってきているようであります。

幹事報告 髙橋 義詔 幹事
１．滝上RCより第4分区IMの開催要項が届いて

います。遠軽RCとして10名の登録を考えてい
ます。参加希望者は事務局まで申し込んで下さい。

２．先週のウィークリーリポートの会長報告に修
正がありましたので再発行しました。

３．北海道電力の本前さんに替わり森省三さんに
なります。来週の夜間例会にてご紹介します。

★開 会 点 鐘：本間 克明 会長
★国 歌：－
★Ｒ ソ ン グ ：我等の生業
★四つのテスト：－

第３０２２回例会記録
日時：2022年 ４月１４日(木)12:30～
会場：ホテルサンシャイン ２Ｆ
司会：前島 英樹 ＳＡＡ
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クラブフォーラム
地区研修･協議会報告

委員会報告
◇乾 淳 次年度幹事
4月10日、旭川での地区研修・協議会に出席さ

れた皆様、大変お疲れ様でした。
4月28日の例会時に第1分科会は高井会長エレ

クト、第2分科会は乾、第3分科会は前島会員、
第4分科会は木村会員、第5分科会は東海林会員
に地区研修・協議会の報告をして頂きます。

本日のプログラム ゲスト卓話
新たな公民館
「遠軽町芸術文化交流プラザ」
（愛称：メトロプラザ）

遠軽町教育委員会教育部社会教育課
主幹 中南 秀隆 様①

メトロプラザのことをよく皆さんが「文化ホー
ル、文化ホール」と仰いますが、遠軽町の位置づ
けといたしましては、遠軽町公民館条例に基づい
た公民館施設という位置付けになります。
【2面へ】

【名前後の○数字は写真とその中の番号】

夜 間 例 会
親睦活動委員会

金谷会員、髙橋幹事、本間会長 佐々木修一遠軽町長
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ニコニコ ＢＯＸ 益井 伸也 親睦活動委員
井上英勝君 結婚記念日(昨年11月)

誕生日(昨年8月) 10,000円
橋本政司君 結婚記念日 5,000円
上田 稔君 誕生日 5,000円

2020-21年度合計489,000円
☆閉会点鐘：本間克明会長☆今月会報：上田 稔委員
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須藤順一
出席委員長

【1面より】
現在、遠軽町にある公民館

は三つあり、一つは安国公民
館、そして丸瀬布中央公民館
で、今回出来たメトロプラザ
が3番目の公民館ということ
になります。
■概要
＊大ホール（606＋車椅子4席)
＊小ホール（＋交流ホール）
＊リハーサル室 ＊スタジオ ＊調理研修室
＊和室3 ＊多目的室7（音楽系、製作系、情報

系、会議室、応接室） ＊ホワイエ2
■駐 車 場：150台（身障者用４台）
■開 館 日：令和4年8月26日㈮予定
■指定管理者：遠軽商工会議所
■建設基本コンセプト
①文化芸術振興の拠点となる施設
②バリアフリー・防災・環境に配慮した、使用

者にやさしい施設
③まちとのつながりを生み、にぎわいを創出す

る施設
■施設の基本的な機能
ア 芸術文化活動機能 ／イ 公民館活動機能

｢町民の学習活動機会及び発表機会の場や町
主催行事、関係団体等によるセミナー、研修
会等の場として、小ホールや多目的室及び和
室などの設備充実を図るとともに、新たな利
用を促進するための空間を確保することによ
り、公民館活動の拠点とする。

ウ にぎわい創出機能
工 防災機能
＜遠軽町芸術文化交流プラザ管理運営方針抜粋＞
・新たな公民館の大ホール
・大ホール音響測定会 2022年1月28日

協力：北海道遠軽高等学校吹奏楽局
・指定管理者施設取扱研修：2022年4月4日～8日
○公民館は学びで課題を解決できる

遠軽に新たな文化と賑わいを；
①町民一体感のさらなる醸成
②新たな文化と賑わいの創出
③故郷の象徴として、次世代へ繋ぐ

メトロプラザの一番の注目点は大ホール（写
真）です。舞台には反響板を設置しています。

過日、この実際の大ホールの音響測定会を遠
軽高等学校吹奏楽曲の皆さんにご協力をいただ
き実施しました。

また、芸術文化交流プラザの備品として国産
のフルコンサートグランドピアノ・ヤマハCFX
（受注生産）を導入いたしました。

北海道では札幌市に1台、そして遠軽町に1
台。全国でもこのピアノの導入例というのはあ
まりありません。ヤマハピアノの共鳴板を製作
する北見木材が遠軽町にあるということで導入
しました。

公民館はそこに住む、そこで暮らす地域の方
々が主役になる施設。いろいろなアイディアを
持っていろいろな思いを持ちながら、一つ一つ
活動を積み重ねて形を成果として作っていただ
く、そういう過程がとても大事だと思います。
遠軽町がこれから立ち向かわなくちゃいけない
様々な課題に対して、町と地域の方々と一緒に
なってできるような取り組みをしていきたいと
思っています。

最後に、先ほど、遠軽高等学校の子供たちの
全体写真を見て頂きましたが、やはりふるさと
遠軽の象徴として、自信と誇りを持ってふるさ
とのことを思っていただく心を一生懸命育んで
いきたい。私たちは次世代に、この施設を繋ぐ
という大きな責任がありますので、1日1日頑張
っていきたいと考えております。


